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 ～辛うじて景気後退を回避～ 
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・ 10日に発表された昨年10～12月期の英国の実質ＧＤＰ成長率の速報値は前期比横ばい、同年率＋

0.1％と辛うじてプラス成長となり、２四半期連続マイナス成長のテクニカル・リセッションを

どうにか回避した。ストライキや寒波の影響で、12月の月次ＧＤＰは前月比▲0.6％と大幅に落

ち込んだが、エリザぺス女王崩御の影響による７～９月期のマイナス成長の反動に助けられた。 

・ 10～12月期の需要項目別内訳は、個人消費（前期比＋0.1％）、政府消費（同＋0.8％）、設備投

資（同＋4.8％）、公共投資（同＋1.8％）が増加した一方、住宅投資（同▲4.2％）と輸出（同

▲1.0％）が足を引っ張った。個人消費と設備投資の増加は前期の反動が中心で、力強さはない。 

・ 年明け以降、大陸欧州諸国ではエネルギー不足回避やガス価格の沈静化を受け、景気見通しが大

幅に改善。これに対して、英国では昨年10月以降、エネルギー料金の上限価格を凍結しているた

め、足許のエネルギー市況軟化の影響が大陸欧州諸国ほど出ていない。こうした経済環境の違い

は１月のＰＭＩからも確認され、ユーロ圏の総合指数が７ヶ月振りに好不況の分岐点である50超

を回復したのに対して、英国は前月から悪化モメンタムが一段と拡大し、６ヶ月連続の50割れ。 

・ １～３月期の英国経済がマイナス成長を回避するには、１～３月の各月の月次ＧＤＰが平均で前

月比＋0.17％以上の成長とならなければならない。12月の落ち込みの反動で１月はプラス成長へ

の回復が予想されるものの、年明け以降もストライキによる経済活動への下押しが続いており、

１～３月期は小幅マイナス成長への再転落を予想する。 

 

 

■英国の実質ＧＤＰ成長率（前期比年率、％） ■英国とユーロ圏の総合ＰＭＩ

出所：英統計局 出所：S＆P Global
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■英国ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

21/1-3月期 ▲ 1.3 ▲ 4.1 (▲ 12.8) ▲ 13.6 ▲ 0.6 ▲ 6.4 (7.8) (8.6) ▲ 15.8 ▲ 34.3
21/4-6月期 19.4 28.8 (25.0) 48.3 34.4 17.2 (▲ 74.9) (3.8) 28.1 12.8
21/7-9月期 11.2 7.1 (16.6) 12.0 1.7 3.7 (▲ 0.7) (▲ 9.5) ▲ 14.8 18.8
21/10-12月期 11.1 6.2 (▲ 3.3) 0.9 5.2 ▲ 1.6 (▲ 7.7) (9.5) 62.0 17.4
22/1-3月期 8.9 1.8 (18.1) 4.0 ▲ 1.6 28.2 (▲ 12.5) (▲ 16.2) ▲ 24.0 32.5
22/4-6月期 7.3 0.4 (▲ 5.4) 2.9 ▲ 5.7 ▲ 2.2 (▲ 0.5) (5.9) 22.5 0.7
22/7-9月期 6.5 ▲ 0.7 (▲ 16.8) ▲ 1.4 2.1 1.2 (▲ 18.7) (16.1) 43.1 ▲ 11.3
22/10-12月期 5.3 0.1 (3.3) 0.4 3.2 6.3 (▲ 6.6) (▲ 3.3) ▲ 4.0 6.1

出所：英統計局
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